
 

 

 

 

 

 

コロナウイルスの影響で、大会やコンクールがなくなってしまった３年生に、 

ひとつ上の先輩から応援メッセージが届きました。 
 

新型コロナウイルスの影響でインターハイがなくなってしまい、運動

部の皆さんはとても悔しい思いをしていると思います。私たち卒業生も、

後輩の皆さんの試合を楽しみにしていたのでとても残念です。 

特に３年生にとっては最後のインターハイ。それに向けて、先生や後

輩たちと練習に励んでいたと思います。大きな目標であるインターハイ

がなくなり、気持ちが沈んでいると思いますが、それでも諦めずめげず、

自分たちが引退する時やり切ったと思えるように、部活動生活を最後ま

でやり遂げてほしいです。 

この経験や悔しさを活かし、これからも頑張ってください。 
 

ハンドボール部卒業生 福井 愛祐子さんより   

 

 

 

部活動の集大成である大会やコンクールが中止となり、どうなるか分

からない状態の中、３年間一緒に頑張ってきた大好きな仲間とも会えず、

練習も限られた中でしか出来なくて、やりきれない気持ちになっている

と思います。 

３年間頑張ってきた結果を形に出来ないことは、非常に残念ですが、

やってきたことは絶対に無駄ではありません。必死になって練習したこ

と、悔しくて泣いたこと、嬉しくて笑いあったこと、仲間と過ごした時

間を誇りに思ってください。 

残り少ない部活動、好文学園での生活、一人ひとりが全力で楽しんで、

青春を謳歌してください！ 

私は、３年生の皆さんが楽しい好文学園生活を送れることを願ってい

ます！ 
 

軽音楽部卒業生 佐藤 七海さんより   
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